古ぼけた 詰 襟の 上衣の 上から 羊羹 色の 釣鐘 マント を 

引っかけ 直しながら、 タッタ 今 通り抜けて 来た 枯木 林 

の 向う に 透いて 見える 自分の 家の 亜鉛 屋根 を 振り返つ 

た。 

…… 一 体 K は、 今の 今まで Ira を 考えて いたのだろう 



彼 はこの 頃、 持病の 不眠症が 嵩 じた 結果、 頭が 非常 

に 悪る くな つてい る 事 を 自覚して いた。 殊に 昨日 は 正 

午過ぎ から 寒さが ダン ダン 締まって 来て、 トテモ 眠れ 

そうにな いと 思われた ので、 飲め もしない 酒 を 買って 

来て、 ホンの 五 勺ば かり 冷の まま 飲んで 眠った せいか、 



リ になって いた。 

彼 は その 8 の処に 固まり 合つ ている 二 本の 針と、 

チ ツチ ツチ ツチ ッと 廻転して いる 秒針と を 無意識に 

ジ ー ッと 見比べて いた … … が … … やがて 妣 何にも 淋し 

あざけ 

そうな …… 自分自身 を 嘲る ような 微苦笑 を、 度の 強 

い 近眼鏡の 下に 痙攣 させた。 

…… ナ ー ンだ。 馬鹿馬鹿しい。 何でもな いじ やない 

> 

力 

…… 俺 は 今 学校に 出かける 途中なん だ。 …… 今朝 は 

学課が 初 まる 前に、 調べ 残しの 教案 を 見て おかな けれ 

ばなら ない と 思って、 午後の 時間の 睡 むいの を 覚悟の 



鉄道線路 を 伝って 行こうかと 思い 迷いながら も、 なお 

も 石像の ように 考え込んで いる 自分自身の 姿 を 眼の 前 

に 幻視しつつ、 そうした 気味の 悪い 予感に 襲われる よ 

うにな つた、 その ソモ ソモの 不可思議な 因縁 を 考え出 

そう 考え出そうと 努力して いるので あった。 

彼が こうした 不可思議な 心理 現象に 襲われ 初めた の 

き の-つ きょ う 

は 昨日 今日の 事ではなかった。 

昨年の 正月から 二月へ かけて 彼 は、 最愛の 妻と 一人 

子 を 追い 継ぎに 亡くした ので あつたが、 それから とい 

ほと 

う もの は 彼 は 殆んど 毎朝の ように …… きょうこ そ …… 



立って いると いう 事まで 一 々知ってい たの は 恐らく 村 

中で 彼 一 人であった ろう。 

ところで 彼 は、 そんな 山 歩きの 途中で、 雑木林の 中 

なん ぞに、 思いがけない 空地 を 発見す る 事が よくあつ 

た。 それ は 大抵、 一反 歩か 二 反歩ぐ らいの 広さの 四角 

い 草原で、 多分 屋敷 か、 畠の 跡だろう と 思われる 平地 

であった が、 立 木 や 何 かに 蔽 われて いるた めに 幾度 も 

幾度 も 近 まわ リをゥ 口付きながら、 永い事 気付かずに 

いるよう な 空地であった。 そのまん 中に 立ちながら、 

そこいら 中 を キヨ 口 キヨ 口 見 まわして いると、 山と い 

う 山、 丘と いう 丘が、 どこまでも シ\ -1 ンと 重なり合つ 



ダシ ヌケに 大きな 声で …… ゥ オイ …… と いう 風に …… - 

だから 彼 は ビック リ して 跳ね起きながら 振り返つ てみ 

ると 誰も 居ない。 雑木林が 力 ー ッと 西日に 輝いて、 鳥 

の 声 一 つ 聞こえない のであった。 

それ は 実に 不思議な、 神秘的な 心理 現象であった。 

最初のう ち 彼 は、 そんな 声 を 聞く たんびに 髪の毛が ザ 

ヮザヮ とした もので あつたが、 しかし、 それ は 一時的 

の 神経 作用と い つたよう な ものではなかった らしく、 

その後 も 同じような …… 又は 似た ような 体験 を 幾度と 

なく 繰返した ので、 彼 はスッ カリ 慣れつ こに なって し 

まった のであった。 



に 依る と 俺ば かりじ やない かしらん。 …… 他人が こん 

な 不思議な 体験 をした 話 を、 聞いたり 読んだり した 事 

が、 今までに 一度 も 無 いのは 何故だろう。 …… 俺 は 小 

さい 時から 一 種の 精神 異状 者に 生れ 付いている のじ や 

ないか 知らん …… なぞと 内々 で 気を付ける ようにな つ 

たもので ある。 

ところが、 そのうちに、 ちょうど 十二 三年ば かり 前 

の 結婚 当時の 事、 宿直の 退屈凌ぎに、 学校の 図書室に 

這，^ り 込んで、 室の 隅に 積み重ねて 在る 「心 霊界」 と 

いう 薄ッぺ ラな 雑誌 を 手に 取りながら 読む ともなく 読 

んで いると、 思いが け もな く 自分の 体験に ピッ タリし 



すだ ま 

に ウラルの 或る 地方で は 「木魂に 呼び かけられ ると 三 

年 経たぬ うちに 死ぬ」 という 伝説が 固く 信じられ てい 

る 位で あるが、 しかも その 「ス ダマ」、 もしくは 「主の 

無い 声」 の 正体 を、 心霊学の 研究に かけて みると 何で 

もない。 それ は 自分の 霊魂が、 自分に 呼びかける 声に 

外なら ない ので ある。 

すなわち 一 切の 人間の 性格 は、 ちょうど 代数の 因子 

分解と 同様な 方式で 説明 出来る ものである。 換言 すれ 

ば 一個の 人間の 性格と いう もの は、 その 先祖 代々 から 

伝わった 色々 な 根性 …… もしくは 魂の 相乗積に 外なら 

ない ので、 たとえば (^ 〔# 「2」 は 指数〕 1^ 〔# 「2」 



は 指数 ビ という 性格 は (A+B) という 父親の 性格と 

(AIB) という 母親の 性格が 遺伝した ものの 相乗積 

に 外なら ない …… と考えられる ような ものである。 と 

ころで その (^ 〔# 「2」 は 指数〕 1^ 〔# 「2」 は 指数〕) 

フン ファクタ— 

という 全 性格の 中で も (AIB) という 一因 子 ：：： 換 

言 すれば 母親から 遺伝した、 たとえば 「数学 好き」 と 

いう 魂が、 その (AIB) 的 傾向 …… すなわち 数学の 

研究 慾に 凝り固まって、 どこまでも 他の 魂の 存在 を 無 

視 して、 超越して 行こうと する ような 事が あると、 ァ 

トに 取り残された (A+B) という 魂が、 一人 ポ ツチ 

で 遊離した まま、 徐々 と、 又は 突然に 一 種の 不安定 的 



な 心霊 作用 を 起して (A — B) に 呼びかける …… つま 

リ 一時的に 片寄った (AIB) 的 性格 を (A + B) の 

方向へ 呼び戻して、 以前の 全 性格 (^ 〔# 「- -」 は 指数〕 

1^ 〔# 「- -」 は 指数〕) の 飽和状態に 立ち 帰らせるべく 

モ ー シ ヨン を かける の だ。 その 魂の 呼びかけが、 そつ 

くり そのまま 声と なって 錯覚され るので、 その 声が 普 

通の 鼓膜から 来た 声よ リズ ット 深い 意識にまで 感じら 

れて、 人 を 驚ろ かせ、 怪しませ るの は 当然の ことで な 

ければ ならぬ」 

といった ような 論法で、 生物の 外見の 上に 現われる 

くみあわせ 

遺伝が、 組合 式、 一 列 式、 並列 式、 又は 等比、 等差な 



「 …… 天才と か 狂人と かいう もの は 詰まる ところ、 そ 

うした 自分の 性格の 中の 色々 な 因子の 中の 或る 一 つか 

二つ か を、 ハツ キリと 遊離させる 力が 意識的、 もしく 

は 無意識的 (病的) に 強い 人間 を 指して 云う ので、 天 

才が 狂人に 近いと いう 俗説 も、 斯様に 観察して 来る と、 

極めて 合理的に 説明され て 来る ので ある。 …… 太陽 を 

描いて 発狂した ゴホ や、 モナ • リザの 肖像 を 見て 気が 

変にな つた 数名の 画家 なぞ は その 好適 例で ある。 すな 

わち 自分の 魂 を その 絵に 傾注し 過ぎて、 モトの 通りの 

シック リ した 性格に 帰れ なくなつ たので、 その 結果 

スッ カリ 分裂して 遊離して しまった 個々 別々 の 自分の 



まで 意識の 混濁 を 見せなかった ものである。 ちょうど 

十一に なった 太 郎の頭 を 撫でながら、 弱々 しい 透きと 

おった 声で、 

「 …… 太郎 や。 お前 はね。 これからお 父さんの 一が，. 付け 

を、 よく 守らなくて はいけ ない よ。 お前が お父さんの 

おっしゃ き 

仰 言る 事を肯 かな か つ たりす ると、 お母さんが チャン 

とど こから か 見て 悲しんで おります よ。 お父さんが、 

いつもよ く 仰 言る 通りに、 どんなに 学校が 遅くな つて 

も 鉄道線路なん ぞを 歩いて はいけ ません よ」 

なんかと 冗談の ような 口調で 云い 聞かせながら、 微 

笑し いしい 息 を 引き取った もので、 それ はシッ カリし 



た 立派な 臨終であった。 

彼 はだから その 母親が 死ぬ と 間もなく、 お 通夜の 晚 

に、 忘れ形見の 太郎を 引き寄せて、 涙ながら に 固い 約 

束 をした ものであった。 

「 …… これから 決して 鉄道線路 を 歩かない 事に しょう 

な。 お前 はよ く 友達に 誘われる と、 ィャ とも 云い かね 

て、 一所に 線路 伝い をして いるよう だが、 あんな 事 は 

や しょ-つ 

絶対に 止める 事に 仕様 じ やない か。 いい かい。 お 父 さ 

んも 決して 鉄道線路に 足 を 踏み入れ ないから ナ …… 」 

とい つたよう な こと をク ドク ドと 云い 聞かせた ので 

あった。 その 時には 太 郎もシ クシ ク泣 いていた が、 元 



い 権利で でも あるかの ように、 ツイ この間まで 立ち 

働ら いていた 妻の 病み 窶れた 姿 や、 現在、 先に 帰って 

待って いるであろう 吾 児の 元気の いい 姿 を、 それから 

それへ と 眼の 前に 彷彿させる のであった。 山番 小 舎の 

トボ トボと 鳴る 筧の 前で、 勝 気な 眼 を 光らして 来 を 

磨いで いる 妻の 横顔 や、 自分の 姿が 枯木 立の 間から 現 

われる の を 待ち かねた ように 両手 を 差し上げて、 

r ォ— ィ。 お 父 さ ー ン」 

と 呼びかける 頰ぺタ の 赤い 太 郎の顔 や、 その 太郎が 

汲 込んで 燃やし 付けた 孫 風呂の 煙が、 山の 斜面 を 切れ 

切れに 這い 上って 行く 形 なぞ を、 過去と 現在と 重ね 合 



の 甲高い 声で 呼びかけた。 

「 …… お 父 さァ— ん …… 」 

その 声の 反響が まだ 消えない うちに 彼 は、 カン ニン 

グを 発見され た 生徒の ように 真 赤に な つ てし まった。 

…… 線路 を 歩いて はいけ ない よ …… と 云い 聞かせた 自 

分の 言葉 を 一瞬間に 思い出しつつ、 わななく 指先で 

バットの 吸い さし を 抓み 捨てた。 そうして 返事の 声 を 

咽喉に 詰まらせつつ、 辛うじて 顔 だけ 笑って 見せて い 

ると、 そのうちに、 又も 甲高い 声が 上から 落ちて 来た _ 

「お 父 さ アン。 きょうは ねえ。 残って 先生のお 手伝い 

して 来たんで すよ ォ —— 。 書取り の 点 をつ けて ねえ… 



…… 堤の 上に 登ったら、 直ぐに 太郎を 抱き締めて や 

あやま うち 

ろう。 気の 済む まで 謝罪って やろう …… 。 そうして 家 

に 帰ったら、 妻の 位牌の 前で モウ 一度 あやまって やろ 

う …… 。 

そう 思 い 詰め 思 い 詰め 急 斜面の 地獄 を 匐 い 登って 来 

た 彼 は …… しかし …… 平たい、 固い、 砂利 だらけの 国 

わが こ 

道の 上に 吾 児と 並んで 立つ と、 もう ソン ナ 元気 は 愚か 

な こと、 口 を 利く 力 さえ 尽き果て ている ことに 気が付 

ど-つき 

いた。 薄い 西日 を 前にして 大浪を 打つ 動悸と 呼吸の 嵐 

の 中に あらゆる 意識 力が バラ バラに なって、 グ ルグル 

と 禍卷 い て 吹き散ら されて 行く の をジィ ー ッと 凝視め 



談 している 事実 や 何 かまで も、 糙 かに 察して いるに は 

いた。 けれども 彼 は 別に 驚き も 悲しみ もしなかった。 

もうろ-つ 

おおかた それ は 彼の 意識が 高熱 のために 朦朧 状態 に 

陥って いたせい であろう。 ただ 夢の ように …… 。 

…… そうかな あ …… 太郎は 死んだ のかな あ …… 俺 も 

一 所に あの世へ 行く のかな あ …… 。 

と 思いつつ、 別に 悲しい という 気 もしない まま、 生 

ぬるい 涙 を あとからあとから 流して いるば かりで あつ 

た。 

それからもう 一 つ その 翌る 日の こと …… かどう かよ 

さ さ さ 

くわから ない が、 ゥ ッスリ 眼を醒 ました 彼 は 囁 やくよ 



いて、 色 とりどりの 春の 花が、 巨大な 左右の 土の 斜面 

の 上 を、 涯て しもな く 群がり 輝 やき、 流れ 漾 い、 乱れ 

咲いて いた。 線路の 向う の 自分の 家 を 包む 山の 斜面の 

中程に は、 散り残った 山桜が 白々 と 重なり合 つていた。 

うら 口— ズ マダ— 

朗らかに 晴れ 静まった 青空に は、 洋紅 色の 幻覚 を ほの 

めかす 白い 雲が ほのぼのと ゆらめき 渡って、 遠く 近く 

に 呼び かわ す 雲雀 の 声 や、 頰 白の 声 さえ も 和やかで 

あった。 

…… その 中の どこに も 吾 児ら しい 声 は 聞こえない… 

…ど， J の 物 蔭に も太郎 らしい 姿 は 発見され な い …… 全 

く 意外 千万な 眩ぶ しさと、 華やか さに 満ち 満ちた 世界 



中に 浮き出て 来る 異常な フラッシュバックの 感じに 変 

化して いるよう に 思われた。 その 景色の 中の 家 や、 立 

木 や、 畠 や、 電柱が、 数学の 中に 使われる 文字 や 符号 

M Z 

ム = g L ^ a OP y' w 冗 

なんどに 変化して、 三角函数が 展開され たように …… 

高次方程式の 根が 求められた 時の 複雑な 分数式の よう 

に …… 薄 黄色い 雲の 下に 神秘的な ハレ ー シ ヨン を 起し 

つつ、 涯て しもな く 輝 やき 並んで いた。 形に 表わす 事 

の 出来ない イマ ジナリ ー • ナンパ— や、 無理数 や、 

循環 少数 なぞ を 数 限りなく 含んで …… 。 

彼 は、 彼 を 取 巻く 野 山の すべてが、 あらゆる 不合理 



と 矛盾と を 含んだ 公式と 方程式に みちみちている 事 を 

直覚した。 そうして、 それ 等の すべてが 彼 を 無言のう 

あざけ おび 

ちに 嘲り、 脅やかして いるかの ような 圧迫感に 打た 

れつつ、 又も ガッ クリ とうな だれて 歩き 出した。 そう 

して そのような 非 数理 的な 環境に 対して 反抗す るかの 

ように 彼 は、 ソロ ソロと 考え 初めた のであった。 

…… 俺 は 小さい 時から 数学の 天才であった。 

…… 今 も その つもりで いる。 

…… だから 教育家に なった の だ。 今の 教育法に 一 大 

革命 を 起すべく …… 児童の ァ タマに 隠れて いる 数理 的 

な 天才 を、 社会に！^ かして 働かすべく …… 。 



…… 温柔 しい、 無口な 優良児であった 太郎 は、 俺が 

教えて やる まに まに、 彼 独特の 数理 的な 天才 を スクス 

クと 伸ばして 行った。 もう 代数 や 幾何の 初等 程度 を理 

解して いたば かりで なく、 自分で LOG を 作る 事 さえ 

出来た。 …… 彼が 自分で 貯めた バットの 銀紙で 球 を 作 

りながら、 時々 その 重量と 直径と を 比較して 行く うち 

に、 直径の 三乗と 重量と が 正比例して 増加して 行く 事 

きせき 

を、 方眼紙に ドットして 行った 点の 軌跡の 曲線から 発 

見し 得た 時の 喜びよう は、 今でも この 眼に 鎚り 付いて 

いる。 眼 を 細く して、 頰ぺタ を 真 赤に して、 低い 鼻 を 

ピ クピク させて、 偉大な ォデコ を 光らして いる その 横 



そこ は 太 郎が礫 かれた 場所に 違い無い のであった。 

おもむ 

彼 は 徐ろに 眼 を あげて、 彼の 横に 突立って いる シ 

グナル の 白い 柱 を 仰いだ。 黒線の 這-^ つた 白い 横木が、 

四十 五 度 近く 傾いて いる 上に、 ピカピ 力と 張り詰めら 

れ ている 鋼鉄 色の 青空 を 仰いだ。 そうして 今一度、 

吾 児の 血 を 吸い込んだ であろう 足の 下の、 砂利の 間の 

薄暗が り を、 一 つ 一 つに 靦き 込みつつ 凝視した。 その 

砂利の 間の 薄暗が りから、 頭 だけ 出して いる 小さな 

犬 蓼の、 血よりも 紅い 茎の 折れ 曲り を 一 心に 見下して 

いた。 

…… だけど も …… だけど も …… 。 



か 知らん。 …… キセ 子が 死んだ の も、 枠が 礫き 殺さ 

れ たの も …… それから タッタ 今まで 考え 続けて 来た 

色々 な 事 も、 みんな 頭 を 悪る くして いる 俺の 幻覚に 過 

ぎない のじ やない か 知らん。 神経衰弱から 湧き出した、 

一 種の あられ もない イリ ュ— ジョン じ やない かしらん 



ィャ そうなん だそう なんだ イリ ュ 1 

ジ ョ ンだ イリ ュ ー ジ ョ ンだ …… 。 

…… 俺 は 一 種の 自己 催眠に かかって コンナ 下らない 

事 を 考え 続けて 来たの だ。 俺の 神経衰弱が この頃 だん 

ひ ど むやみ 

だん 非道くな つて 来たた めに、 自己暗示の 力が 無暗に 



「 …… ナァ ー ンダ。 お前だった のか …… ァハ …… ァハ 

：: ァハ …… 」 
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